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二
〇
一
九
年
一
二
月
、
中
国
・
武
漢
で
確
認
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
は
、
ま
た
た
く
間
に
全
世
界
へ
拡
散
し
た
。
地
理
的

に
も
近
く
、
中
国
と
人
的
、
経
済
的
交
流
が
緊
密
な
東
南
ア
ジ
ア
は
、

感
染
拡
大
が
最
も
懸
念
さ
れ
た
地
域
の
一
つ
で
あ
る
。

　

興
味
深
い
こ
と
に
、
中
国
と
の
近
接
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
東
南

ア
ジ
ア
の
一
部
の
国
々
は
、
新
型
肺
炎
の
抑
え
込
み
に
一
定
程
度
成

功
し
て
い
る
と
い
え
る
。
表
１
は
、
東
南
ア
ジ
ア
主
要
六
ヵ
国
と
中

国
、
お
よ
び
主
な
先
進
国
の
感
染
者
数
、
死
亡
者
数
を
示
し
た
も
の

で
あ
る
。
検
体
数
が
少
な
い
点
を
考
慮
す
る
必
要
は
あ
る
が
、
東
南

ア
ジ
ア
諸
国
は
、
欧
米
先
進
諸
国
に
比
較
し
て
、
感
染
者
数
、
死
亡

者
数
が
桁
違
い
に
少
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
先
進
国
よ
り
医
療
事
情

が
劣
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
東
南
ア
ジ
ア
の
死
亡
者
数
が
圧
倒
的
に

少
な
い
こ
と
は
、
特
に
注
目
に
値
す
る
。

　

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
新
型
肺
炎
対
応
は
、
感
染
源
で
あ
る
中
国
に

滞
在
経
験
の
あ
る
者
の
隔
離
、
入
国
制
限
か
ら
始
ま
っ
た
。
そ
の

後
、
感
染
者
数
が
増
加
す
る
に
つ
れ
て
、
移
動
制
限
、
学
校
の
休
校
、

集
会
の
禁
止
、
店
舗
の
営
業
停
止
な
ど
、
各
国
の
封
じ
込
め
策
は
よ

り
厳
し
い
も
の
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
っ
た
。
東
南
ア
ジ
ア
の
主
要

六
ヵ
国
の
感
染
者
数
（
累
計
）
の
推
移
を
み
る
と
、
ど
の
国
も
三
月

半
ば
か
ら
、
一
様
に
感
染
者
数
の
増
加
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
四

月
以
降
、
感
染
者
数
の
推
移
に
二
極
化
傾
向
が
観
察
さ
れ
る
。
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
感
染
者
の
拡
大
が
続

い
て
お
り
、
中
で
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
死
亡
者
数
の
急
増
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
。
他
方
、
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
感
染

拡
大
に
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
の
兆
候
が
み
ら
れ
る
。

　

以
下
で
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ベ
ト
ナ
ム

関
西
大
学
教
授

小
井
川
広
志

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
は
、
お
お
む
ね
感
染
を
抑
え
る
の
に

成
功
し
つ
つ
あ
る
。
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
教
訓
が
活
き
る
一
方
、

外
国
人
労
働
者
へ
の
対
応
ミ
ス
が
感
染
爆
発
に
つ
な
が
っ
た
。

域
内
協
力
で
封
じ
込
め
、
世
界
経
済
回
復
の
起
点
と
な
る
か
。

お
い
か
わ　

ひ
ろ
し　

一
九
六
五
年
生
ま
れ
。

北
海
道
大
学
卒
。
神
戸
大
学
大
学
院
経
済
学

研
究
科
、
英
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
国
際
開

発
学
部
博
士
課
程
修
了
。
博
士
（
経
済
学
）、

D
.Phil

（
開
発
学
）。専
門
は
開
発
経
済
学
、
ア

ジ
ア
経
済
論
。
分
担
執
筆
に
『V

arieties and 
Alternatives of C

atchin-up

』
な
ど
。

東
南
ア
ジ
ア

コ
ロ
ナ
禍
の
世
界　

さ
ら
な
る
域
内
協
力
深
化
の
契
機
と
な
る
か
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四
ヵ
国
の
新
型
肺
炎
感
染
封
じ
込
め
策
を
概
観
し
、
各
国
の
経
験
か

ら
、
新
型
肺
炎
封
じ
込
め
に
向
け
て
の
教
訓
お
よ
び
課
題
を
探
っ
て

い
く
。

マ
レ
ー
シ
ア
：
集
団
感
染
か
ら
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
へ

　

東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
新
型
肺
炎
の
感
染
拡
大
は
、
マ
レ
ー
シ
ア

が
発
端
と
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
緩
慢
な
ペ
ー
ス
の
増
加
に
と
ど
ま
っ

て
い
た
マ
レ
ー
シ
ア
国
内
の
感
染
者
数
は
、
三
月
初
め
か
ら
急
増
す

る
。
そ
の
契
機
は
、
二
月
末
に
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
郊
外
で
行
わ
れ

た
イ
ス
ラ
ム
教
の
大
規
模
集
会
で
あ
る
。
一
万
六
〇
〇
〇
人
を
超
え

る
信
者
が
、
典
型
的
な
い
わ
ゆ
る
「
三
密
」
空
間
で
四
日
間
に
わ
た

り
寝
食
を
と
も
に
し
、
こ
れ
が
集
団
感
染
に
つ
な
が
っ
た
。
三
月
半

ば
に
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
抜
い
て
東
南
ア
ジ
ア

最
多
の
感
染
者
を
抱
え
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
そ
の
半
数
以
上
が
こ

の
集
会
参
加
者
で
あ
っ
た
。
よ
り
深
刻
な
問
題
は
、
こ
の
集
会
に
、

ブ
ル
ネ
イ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
周
辺
諸
国
か
ら
多

く
の
信
者
が
参
集
し
、
感
染
を
母
国
に
持
ち
帰
っ
て
い
た
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
出
来
事
か
ら
、
感
染
輸
入
の
脅
威
が
周
辺
諸
国
に
強
く
意

識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

三
月
一
日
に
就
任
し
た
ば
か
り
の
ム
ヒ
デ
ィ
ン
首
相
は
、早
々
に
、

新
型
肺
炎
の
封
じ
込
め
に
手
腕
が
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
三
月

マレーシア

タイ

シンガポール

ベトナム

インドネシア

フィリピン

中国

日本

アメリカ

イタリア

スペイン

イギリス

表1　東南アジア主要6カ国と先進国の新型コロナ肺炎感染状況（5月15日現在）

感染者数　（死亡者数内）（累計）

（出所）https://ourworidindata.org/covid-testing より。本文中のデータもこれに拠る。

100万人
当たり
死亡者数

人口1000人
当たり
検査数2月1日 3月1日 4月1日 5月1日

８（0） 25（0） 8.22（5／11）6,002（102）2,766（43）

1,651（10）

1,528（136）

2,084（88）

1,953（56）

94,417（8,189）

25,150（2,425）

879（3）

212（0）

19（0） 42（1） 4.10（5／8）2,960（54）

16（0） 102（0） 36.94（5／10）

2.68（4／29）

1.69（5／13）

30.14（5／13）

46.43（5／14）

34.76（5／7）

16,169（15）

5（0） 16（0） 270（0）

0（0） 0（0） 0.47（5／14）

23.48（5／14）

10,118（792）

1（0） 3（1） 8,488（568）

11,809（259）79,929（2,872） 83,956（4,637）

1,069,826（63,006）

205,463（27,967）

213,435（24,543）

171,253（26,771）

14,281（432）

82,295（3,310）

189,618（4,079）

105,792（12,430）

データなし

15（0） 239（5） 1.77（5／13）

7（0） 69（1）

3.46

0.80

3.59

0.00

3.81

7.21

3.22

5.61

259.53

518.81

584.35

495.15

3（0） 1,128（29）

1（0） 66（0）

2（0） 23（0）
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一
六
日
夜
、首
相
は
テ
レ
ビ
演
説
を
通
じ
て
国
民
に
「
活
動
制
限
令
」

を
伝
え
た
。
突
然
の
演
説
と
そ
の
厳
し
い
内
容
に
、
多
く
の
国
民
は

驚
き
を
隠
せ
な
か
っ
た
。
マ
レ
ー
シ
ア
人
の
出
国
禁
止
、
外
国
人
の

入
国
禁
止
、
国
内
移
動
の
制
限
、
礼
拝
・
集
会
の
禁
止
、
政
府
機
関
、

小
・
中
・
高
校
、
大
学
、
民
間
企
業
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
一
時
閉
鎖
な

ど
、
強
制
力
を
伴
う
徹
底
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。
筆
者
は
、

二
月
末
か
ら
三
月
一
八
日
ま
で
マ
レ
ー
シ
ア
に
滞
在
す
る
機
会
が
あ

り
、こ
の
光
景
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。
飲
食
店
や
小
売
店
は
、ロ
ッ

ク
ダ
ウ
ン
前
夜
か
ら
慌
た
だ
し
く
店
じ
ま
い
を
始
め
て
い
た
。
一
八

日
当
日
早
朝
に
は
規
制
線
が
張
ら
れ
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
内
部

に
立
ち
入
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
た
。
活
動
制
限
に
よ
っ
て
被
る
経
済

的
損
失
に
対
し
て
は
、
賃
金
補
助
や
融
資
、
減
税
な
ど
の
支
援
策
が

提
供
さ
れ
た
が
、
全
く
不
十
分
な
も
の
で
あ
っ
た
。
一
時
閉
鎖
に
追

い
込
ま
れ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
や
デ
リ
バ
リ
ー
な
ど

で
窮
状
を
し
の
い
で
い
る
現
状
で
あ
る
。

　

当
初
は
三
月
末
ま
で
を
期
限
と
し
て
い
た
活
動
制
限
は
、
感
染
拡

大
が
止
ま
ら
な
い
こ
と
か
ら
延
長
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。
幸
い
な

こ
と
に
、
こ
の
よ
う
な
徹
底
し
た
封
じ
込
め
策
が
奏
功
し
て
か
、
新

規
感
染
者
数
は
三
月
二
七
日
の
二
三
五
人
を
ピ
ー
ク
に
次
第
に
減
少

し
、
四
月
一
七
日
以
降
は
一
〇
〇
名
を
下
回
っ
て
推
移
し
て
い
る
。

こ
れ
を
受
け
て
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
五
月
四
日
か
ら
一
定
の
条
件
つ

き
で
活
動
制
限
が
緩
和
さ
れ
て
い
る
。

タ
イ
：
歓
楽
街
か
ら
消
え
た
ネ
オ
ン

　

次
に
タ
イ
の
ケ
ー
ス
を
概
観
す
る
。タ
イ
の
感
染
封
じ
込
め
策
は
、

当
初
、
入
国
者
の
自
主
隔
離
を
促
す
程
度
の
緩
や
か
な
も
の
で
あ
っ

た
。
新
規
感
染
者
数
も
三
月
半
ば
ま
で
一
〇
人
以
下
に
と
ど
ま
り
、

厳
し
い
対
応
を
と
る
必
要
性
も
乏
し
か
っ
た
と
い
え
る
。

　

し
か
し
、
感
染
者
が
徐
々
に
増
加
し
て
き
た
こ
と
と
、
タ
イ
特
有

の
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
や
格
闘
技
観
戦
が
感
染
爆
発
に
つ
な
が
り
か
ね
な

い
懸
念
か
ら
、
首
都
バ
ン
コ
ク
で
は
、
三
月
一
八
日
以
降
の
学
校
や

ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
店
な
ど
の
閉
鎖
が
決
ま
っ
た
。
三
月

二
六
日
に
は
全
土
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、
子
ど
も
や
高
齢

者
な
ど
の
外
出
制
限
、
外
国
人
の
入
国
原
則
禁
止
、
国
境
閉
鎖
、
レ

ス
ト
ラ
ン
や
店
舗
の
閉
鎖
な
ど
が
実
行
に
移
さ
れ
た
。
夜
間
外
出
禁

止
令
も
出
さ
れ
、
違
反
者
に
は
罰
金
な
ど
が
課
さ
れ
る
と
い
う
徹
底

ぶ
り
で
あ
っ
た
。
ナ
イ
ト
ラ
イ
フ
で
有
名
な
バ
ン
コ
ク
か
ら
、
歓
楽

街
の
灯
り
が
消
え
た
の
で
あ
る
。
タ
イ
の
家
に
は
台
所
が
な
い
、
と

言
わ
れ
る
ほ
ど
タ
イ
で
は
外
食
文
化
が
浸
透
し
て
い
る
が
、
強
制
的

に
店
舗
を
閉
鎖
さ
れ
た
飲
食
店
は
、
政
府
か
ら
の
十
分
な
支
援
も
受

け
ら
れ
な
い
ま
ま
、苦
し
い
経
営
状
態
に
置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
と
同
様
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
や
グ
ラ
ブ
フ
ー
ド
（
デ
リ
バ
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リ
ー
サ
ー
ビ
ス
）
な
ど
の
活
用
で
生
き
残
り
を
模
索
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
格
な
封
じ
込
め
策
の
甲
斐
あ
っ
て
、
タ
イ
の
感
染

拡
大
は
数
字
上
は
抑
え
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
四
月
の
最
終
週
に
は
新
規

感
染
者
数
が
ゼ
ロ
の
日
も
見
ら
れ
た
。こ
れ
を
受
け
て
タ
イ
政
府
は
、

今
後
四
回
に
分
け
て
段
階
的
に
規
制
を
緩
め
て
い
く
と
し
て
い
る
。

第
一
弾
と
し
て
、
五
月
三
日
か
ら
飲
食
店
、
理
髪
店
な
ど
の
営
業
再

開
が
認
め
ら
れ
た
。
タ
イ
も
、
正
常
化
へ
と
歩
み
始
め
て
い
る
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
：
外
国
人
労
働
者
対
応
に
盲
点

　

マ
レ
ー
シ
ア
と
タ
イ
で
新
型
肺
炎
の
感
染
が
収
束
し
つ
つ
あ
る
一

方
、
そ
れ
と
は
対
照
的
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
感
染
拡
大
は
む
し
ろ
悪

化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
予
想
外
の
展
開
だ
と
い
え
る
。
と
い
う
の
も
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
は
早
い
段
階
か
ら
徹
底
し
た
新
型
肺
炎
対
策
を
導
入
し
、
世

界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
も
こ
れ
を
賞
賛
し
て
い
た
ほ
ど
で
あ
る
か

ら
だ
。
捜
査
員
や
監
視
カ
メ
ラ
な
ど
を
総
動
員
し
、
感
染
源
や
濃
厚

接
触
者
の
徹
底
し
た
監
視
・
追
尾
態
勢
で
感
染
拡
大
防
止
を
目
指
し

て
い
た
。
感
染
者
に
は
隔
離
命
令
が
出
さ
れ
、
従
わ
な
け
れ
ば
罰
金

が
課
さ
れ
る
。
中
国
か
ら
の
渡
航
禁
止
も
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
で
は

最
も
早
い
一
月
三
一
日
に
打
ち
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
二
〇
〇
二
～

〇
三
年
に
三
三
名
の
死
者
を
出
し
た
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
（
Ｓ

Ａ
Ｒ
Ｓ
）
の
教
訓
を
活
か
し
た
も
の
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
感
染
者
数
は
、
四
月
一
〇
日
前
後
か

ら
急
激
に
増
加
し
始
め
、
そ
の
後
、
新
規
感
染
者
が
日
に
一
〇
〇
〇

人
を
超
え
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
周
辺
諸
国
が
感
染
の
ピ
ー
ク
を
越
え

た
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
四
月
二
〇
日
に
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
抜

い
て
東
南
ア
ジ
ア
最
大
の
感
染
国
と
な
り
、
拡
大
の
勢
い
は
今
も
衰

え
る
兆
し
が
見
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
累
計
死
亡
者
数
は
四
月
三
〇

日
時
点
で
一
四
名
に
と
ど
ま
り
、
感
染
者
数
に
比
し
て
き
わ
め
て
少

な
い
。
先
進
的
な
医
療
制
度
が
最
悪
の
事
態
を
食
い
止
め
て
い
る
。

　

急
増
す
る
新
規
感
染
者
の
う
ち
八
割
以
上
は
、
外
国
人
労
働
者
、

中
で
も
建
設
現
場
や
工
場
な
ど
で
働
く
低
賃
金
労
働
者
で
あ
る
。
ド

ミ
ト
リ
ー
と
呼
ば
れ
る
部
屋
に
一
〇
～
二
〇
人
が
押
し
込
め
ら
れ
、

台
所
や
シ
ャ
ワ
ー
は
共
同
で
、
満
足
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
も
受
け
ら
れ

な
い
劣
悪
な
環
境
の
中
で
彼
ら
は
暮
ら
し
て
い
る
。
こ
こ
が
感
染
爆

発
の
起
点
と
な
っ
た
。
感
染
者
の
完
全
捕
捉
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
流
の

封
じ
込
め
策
の
柱
で
あ
っ
た
が
、
ノ
ー
マ
ー
ク
の
外
国
人
労
働
者
が

感
染
源
と
な
り
、
東
南
ア
ジ
ア
最
多
と
な
る
ま
で
に
感
染
者
数
が
拡

大
し
た
こ
と
は
皮
肉
と
い
え
よ
う
。

　

四
月
二
一
日
、
政
府
は
ド
ミ
ト
リ
ー
の
隔
離
、
お
よ
び
外
国
人
労

働
者
を
対
象
と
す
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
設
置
な
ど
を
決
め
た
が
、
効
果
が

現
れ
る
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
る
だ
ろ
う
。
他
方
、
都
市
封
鎖
で
建
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国
以
来
最
悪
と
な
っ
た
景
気
後
退
か
ら
抜
け
出
す
た
め
、
五
月
一
二

日
か
ら
規
制
措
置
の
段
階
的
な
緩
和
を
決
め
て
い
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
は
感
染
者
の
増
加
を
抑
え
な
が
ら
、
経
済
・
社
会
活
動
の
再
開
を

模
索
す
る
難
し
い
舵
取
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ベ
ト
ナ
ム
：
コ
ロ
ナ
封
じ
の
優
等
生
か
ら
学
ぶ
も
の

　

最
後
に
、
ベ
ト
ナ
ム
の
感
染
対
策
に
言
及
し
て
お
く
。
ベ
ト
ナ
ム

の
感
染
者
数
は
四
月
三
〇
日
時
点
で
二
七
〇
人
と
東
南
ア
ジ
ア
で
最

も
少
な
く
、
し
か
も
そ
の
大
半
は
、
す
で
に
回
復
し
て
い
る
。
四
月

一
六
日
以
降
は
新
規
感
染
者
が
報
告
さ
れ
て
お
ら
ず
（
二
四
日
の
二

名
を
除
く
）、
中
で
も
特
筆
す
べ
き
は
、
新
型
肺
炎
に
よ
る
死
者
が

ゼ
ロ
と
い
う
、
驚
く
べ
き
実
績
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
ベ
ト
ナ
ム
は
コ
ロ
ナ
封
じ
の
優
等
生
と

み
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
成
果
に
つ
な
が
っ
た
要
因
と
し
て
、
第
一

に
、
封
じ
込
め
策
の
い
ち
早
い
発
動
が
挙
げ
ら
れ
る
。
早
く
も
二
月

三
日
に
は
、
都
市
部
の
小
・
中
学
校
の
一
斉
休
校
と
集
会
禁
止
を
決

め
て
い
る
。
ま
た
同
じ
時
期
、中
国
か
ら
の
入
国
を
全
面
禁
止
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
国
内
感
染
者
数
が
ま
だ
一
〇
人
に
満
た
な
い
時
点
で
の

思
い
切
っ
た
措
置
で
あ
る
。
第
二
に
、
徹
底
し
た
隔
離
政
策
が
指
摘

で
き
る
。
ひ
と
た
び
感
染
者
が
確
認
さ
れ
る
と
、
濃
厚
接
触
者
を
可

能
な
限
り
探
り
出
し
、政
府
の
管
理
す
る
施
設
に
隔
離
し
た
。
ま
た
、

外
国
か
ら
の
帰
還
者
に
は
、
施
設
で
の
一
四
日
間
の
待
機
が
義
務
づ

け
ら
れ
た
。
六
名
の
集
団
感
染
が
発
生
し
た
村
を
、
二
〇
日
間
に
わ

た
っ
て
完
全
に
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
す
る
な
ど
、
そ
の
隔
離
政
策
は
徹
底

し
て
い
た
。
こ
こ
に
も
、
五
名
の
死
者
を
出
し
た
二
〇
〇
三
年
の
Ｓ

Ａ
Ｒ
Ｓ
の
教
訓
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
同
様
に
活
か
さ
れ
て
い
る
と
い

う
。

　

ウ
イ
ル
ス
の
封
じ
込
め
に
メ
ド
が
立
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ベ
ト
ナ

ム
で
は
四
月
二
三
日
か
ら
不
要
不
急
の
外
出
禁
止
が
緩
和
さ
れ
、
ま

た
一
部
店
舗
の
営
業
も
再
開
さ
れ
て
い
る
。
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
中

で
い
ち
早
く
厳
し
い
防
疫
策
を
徹
底
し
、
最
も
早
く
正
常
化
に
向
け

歩
み
だ
し
た
国
が
ベ
ト
ナ
ム
で
あ
る
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
共
同
体
は
緊
密
に
な
る
か

　

東
南
ア
ジ
ア
四
ヵ
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
か
ら
は

多
く
の
教
訓
と
課
題
が
浮
か
び
上
が
る
が
、
こ
こ
で
は
二
点
に
絞
っ

て
検
討
し
た
い
。

　

第
一
は
、
効
果
的
な
感
染
症
対
策
に
向
け
た
国
際
間
の
対
話
の
必

要
性
で
あ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
の
迅
速
な
初
動
対
応
が
感
染
拡
大
を
防
い

だ
と
賞
賛
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
過
去
に
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
な
ど
の
感
染
症

と
対
峙
し
、
撃
退
し
た
経
験
と
無
縁
で
は
な
い
。
過
去
に
同
じ
感
染

対
応
を
経
験
し
た
韓
国
、
台
湾
、
香
港
が
、
そ
れ
を
教
訓
に
今
回
の
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新
型
コ
ロ
ナ
肺
炎
の
封
じ
込
め
に
ほ
ぼ
成
功
し
て
い
る
こ
と
と
も
通

底
す
る
。こ
の
よ
う
な
各
国
の
経
験
を
政
策
立
案
と
し
て
具
体
化
し
、

よ
り
効
果
的
な
感
染
拡
大
防
止
策
を
域
内
で
広
く
共
有
し
て
い
く
こ

と
が
望
ま
れ
よ
う
。

　

第
二
に
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
東
南
ア
ジ
ア
に
共
通
す
る

深
刻
な
課
題
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。
外
国
人
労
働
者
問
題
で
あ
る
。

二
〇
一
五
年
末
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
共
同
体
（
Ａ
Ｅ
Ｃ
）
が
発
足
し
、

域
内
に
お
け
る
高
技
能
労
働
者
の
移
動
が
自
由
化
さ
れ
た
が
、
数
的

に
圧
倒
的
に
多
い
単
純
労
働
者
の
越
境
移
動
に
関
す
る
取
り
決
め
は

十
分
に
議
論
さ
れ
て
い
な
い
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ

ア
な
ど
の
域
内
高
所
得
国
で
は
、
周
辺
国
か
ら
数
百
万
人
規
模
の
外

国
人
労
働
者
を
受
け
入
れ
て
お
り
、
製
造
業
や
建
設
業
、
サ
ー
ビ
ス

業
な
ど
の
現
場
が
彼
ら
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
彼
ら
を
社
会
の
一
員
と
し
て
融
合
さ
せ
る
機
運
は
乏
し
い
。

外
国
人
労
働
者
の
集
う
ド
ミ
ト
リ
ー
に
注
意
が
行
き
届
か
ず
、
感

染
爆
発
を
招
い
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
例
が
そ
の
象
徴
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
国
で
は
、
外
国
人
労
働
者
は
景
気
変
動
時
の
調
整
弁
に

位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
法
的
地
位
は
不
安
定
で
あ
る
。
非
正
規
労

働
者
に
至
っ
て
は
、
法
的
保
護
の
枠
外
に
あ
る
。
注
意
す
べ
き
は
、

外
国
人
労
働
者
こ
そ
が
コ
ロ
ナ
禍
の
直
接
の
被
害
者
で
あ
る
と
い
う

点
で
あ
る
。
彼
ら
・
彼
女
ら
は
、
工
場
や
飲
食
店
の
突
然
の
閉
鎖
に

よ
り
真
っ
先
に
失
職
し
、
し
か
も
、
国
境
の
閉
鎖
で
帰
郷
も
困
難
と

な
っ
た
。
劣
悪
な
生
活
環
境
下
に
置
か
れ
て
い
る
外
国
人
労
働
者
が

社
会
不
安
の
温
床
と
な
っ
た
り
、
再
び
感
染
爆
発
の
発
生
源
に
な
る

懸
念
も
存
在
す
る
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
・
パ
ニ
ッ
ク
は
、
今
後
、
域
内

の
外
国
人
労
働
者
の
対
応
を
め
ぐ
る
議
論
の
契
機
と
な
る
は
ず
で
あ

り
、
人
道
的
見
地
か
ら
も
そ
れ
が
望
ま
れ
る
。

　

四
月
一
四
日
、日
中
韓
を
交
え
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
特
別
首
脳
会
合
が
、

テ
レ
ビ
会
議
方
式
で
開
催
さ
れ
た
。
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
新
型
コ
ロ

ナ
へ
の
対
応
を
協
議
す
る
た
め
で
あ
る
。
共
同
宣
言
に
は
、
ワ
ク
チ

ン
や
医
療
機
器
の
共
同
開
発
、
食
品
、
医
療
機
器
な
ど
必
要
物
資
の

相
互
供
給
、
迅
速
な
情
報
提
供
、
そ
し
て
こ
れ
ら
の
活
動
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
た
め
の
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ 

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ—

19
対
策
基
金
」
の

設
立
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
東
南
ア
ジ
ア
各
国
は
、
こ
れ
ま
で
自

国
の
感
染
対
策
で
手
一
杯
で
あ
っ
た
が
、
域
内
に
一
定
の
成
果
を
挙

げ
た
国
が
現
れ
始
め
た
の
は
心
強
い
。ミ
ャ
ン
マ
ー
や
ラ
オ
ス
な
ど
、

今
後
感
染
爆
発
が
懸
念
さ
れ
る
国
々
へ
の
対
応
な
ど
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

は
ま
だ
ま
だ
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
し
か
し
、域
内
協
力
が
奏
功
し
、

こ
の
地
域
全
体
が
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
い
ち
早
く
立
ち
直
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
深
刻
な
景
気
後
退
に
陥
っ
て
い
る
世
界
経
済
の
回
復
を
牽
引

す
る
成
長
地
域
と
し
て
、
東
南
ア
ジ
ア
の
存
在
が
大
い
に
注
目
を
集

め
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
●




